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『再犯防止をやめれば再犯は減る』ってホントかな？ 

（ほんの紹介、14回目） 
今回、紹介するのは吉間慎一郎著『更生

支援における「協働モデル」の実現に向けた試

論~再犯防止をやめれば再犯は減る』

（LABO、2017年3,000円＋税256頁） 

その『協働モデル』のエッセンスについて、こん

な風に書かれている。 
①その人の能力と可能性に着目した支援の
あり方が、社会のその人への偏見に立ち向
かう力を与え、社会生活の回復を可能とす
る。 
②コミュニティへの定着のためには、当事者
との協働に基づいた互助できる環境づくり
が必要不可欠である。（２１ｐ） 
 ①の能力主義的なアプローチには？がつく。

能力や可能性を見る前に、その人が生まれて

生きてきたことを肯定するといった態度が求めら

れている。しかし、従来の更生支援が、その人

が失敗してきたことに注目し、それをくり返さな

いというところばかり見てきたことと比較すると、

前進した考え方だということができるだろう。 

 この本のタイトルの「再犯防止をめざさない」と

いうことの意味を「失敗したことに注目しない」

支援ということもできるはず。9１年生まれで司

法試験に合格している著者が、それらの発想を

山谷での活動で得たというところもいい感じだ。 

出来ないところを見るのではなく、出来るとこ

ろを見ていこうというのは、障害者支援の場面

でも言われてきたこと。しかし、興味深かく面白

いのは②の「当事者との協働に基づいた互助で

きる環境づくり」という、支援者が一方的に支援

するのではなく、大切なのは被支援者との互助

なのだという部分。 

そして、それだけでなく「支援者もいっしょに

変わる」ということが強調されている。支援⇔被

支援という関係の中で、被支援者が変わるだけ

でなく、支援者も学び、一緒に変わっていくとい

うプロセスをつくること、それは障害者支援の場

面でも必要とされている。 

ただし、「失敗したことに注目しない」支援と

いうのが本当に可能なのかどうかは気になるとこ

ろ。とりわけ、障害との関係で累犯してしまう人

が失敗しないようにするというのは欠かせない部

分ではないか？ 

ところで、この『協働モデル』に以下のような説

明もある。重なる部分もあるが、再び引用する。 
 ・・・協働モデルは、当事者との協議に基

づいた互助できる関係性を基盤として 当事
者の能力や可能性を広げていくものである。 
支援が多数派による価値観の押し付けにな
ってしまうことを常に警戒し、当事者本人が
望む問題の解決策を支援者と協働して実現
していくプロセスである。・・・ 
さらなるインタビュー調査から明らかとな

ったのは、立ち直りの過程においては、当事
者とその周りの人々が相互変容をしていくこ
とが重要であり、それが実現されるためには
伴走者の存在が必要であるとともに、更生
支援が当事者の人間関係の改善にも及ん
でいることで更生支援が最大の効果を発揮
するということである。 （22p） 

これが以下のようにまとめられる。 
インタビューから見えてきた更生支援（立

ち直り）に必要な３つのこと 
①伴走者の必要性 
②人間関係の改善の必要性 
③相互変容の必要性 （36p） 

③に関してだが、相互に変わる必要があると

いう部分は理解できるが、変える必要のない変

えがたい他の誰でもない自分という側面もある

のではないか？ そして、③の「相互変容の必

要性」が目指すのは、支援する側とされる側と

の対等性・平等性の問題でもある。 

変えなければいけないことはある。それは支援

者・被支援者の両方に。それを個人モデルで

収斂させず、変えなければならない多くは社

会の側にあることを自覚することも必要なので

はないか。同時にネガティブ・ケイパビリティを獲

得し、変えられないものを受け入れるということも

必要となるはず。 

第７～８章で協働モデルを実現する仕組

みとして提案されるのは 「更生エキスパート構

想」。これも興味深いのだが紙幅がない。興味

がある人は全体のご一読を。障害者支援にか

かわる人に参考になるところ沢山あるはず。 
  つるたまさひで（大田福祉工場／

原爆の図丸木美術館／ピープルズプラン研究所） 
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